
皆さん、こんにちは。SD通信編集部です。
この夏は各地で地震や大雨などの災害が多く発生しました。
被災された方々には心からお見舞いを申し上げます。

さて第89回新制作展は開催まで1 ヶ月を切りました。展覧会に向けた準備もいよいよ本格的になります。
今回のSD 通信は「第89回新制作展」に関連する情報を少しだけご紹介させていただきます。

89回展のビジュアルデザインの紹介
ポスター・リーフレットなどメインとなるビジュアルには89回展委員長・彫刻部会員 岩間弘 氏 の作品の画像が
使用されています。
表面に展覧会の基本情報、裏面には委員長挨拶文、新会員作品紹介、イベント情報、巡回展、割引チケットが掲
載されています。
リーフレットの日本語版と英語版を並べてみました。英語版はあまり目にすることは少ないかと思いますが、日
本語版とやや印象が異なって見えるところが興味深いです。（勿論情報内容は同じです）

こちらからもご覧いただけます。　→  https://www.shinseisaku.net/wp/archives/34794
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岩間弘 89回展委員長の挨拶
『新制作についてのこと』
　新制作協会の創立は91年前になります。1945年と2020年に戦争とコロナ禍で休会しましたので新制作展は
89回目を迎えました。
　9人の画家から始まった、自由な精神、求めて止まない純粋性、反骨の心は透明感をもって現在に受け継がれ
ています。絵画、彫刻、スペースデザインの様々な表現と幅広い世代が切磋琢磨し、広い会場に緊張感と広がり
のある展示空間を作り上げます。
　「新制作には、新しいものが生まれる温床がある。」と言われた大先輩がおられました。それは今も綿々と続い
ています。様々 な価値観が入り乱れる現代において、美術のだいご味と魅力を伝え続けます。休会のない輝か
しい未来のために。

"About Shinseisaku"
　The Shinseisaku Art society was founded 91 years ago. We suspended our activities in 1945 and 2020 due 
to the war and the COVID-19 pandemic, so this year marks our 89th Shinseisaku exhibition.
The free spirit, endless pursuit of purity, and rebellious spirit that began with nine artists continue to this day 
with clarity.
　A wide range of expressions, including painting, sculpture, and space design, are cultivated by artists of all 
ages, creating a tense and expansive exhibition space in the spacious venue.
　A great predecessor once said, “Shinseisaku Art Society is a breeding ground for the birth of new things.” 
This belief continues to this day. In today’ s world where diverse values   intertwine, we will continue to 
convey the essence and appeal of art. For a bright future without suspensions.

スペースデザイン部のイベント情報
89回展でSD部は以下の３つのイベントを企画しております。
会期中のイベント情報は協会ホームページに掲載されています。

→　https://www.shinseisaku.net/wp/archives/32081

①  オープニングトーク
展覧会初日にSD会員をはじめ受賞作家・初出品の方々にも作品について語っていただきます。
昨年の会場の様子を下記に掲載しました。
2026年9月16日（水）15:30～16:30
スペースデザイン部展示会場

②  SDセッション
下記のご案内をご覧ください。
2026年9月23日（水・祝）14:00～16:00
国立新美術館３階研修室A・B

③  ギャラリートーク
2026年9月26日（土）15:00～16:30
スペースデザイン部展示会場



＜SDセッションのご案内＞
2026年9月23日（水・祝）14:00～16:00 　
国立新美術館３階 研修室A・B

テ  ー  マ：『  ～素材で語る、表現の多様性～  』
パネラー：雨森浩子・伊藤順・山﨑明史 

司会進行：伊藤哲郎・大木敦子 

　スペースデザイン部の作品はジャンルも素材も実に多岐にわたっており、作家は常に素材との対話を通して作
品に向き合っています。アイデアを具現化するまでには長い道のりがあり、時には慣れた素材や技法から離れ、
あたらしい表現を求めて異なる素材にチャレンジすることもあります。 素材の声に耳を傾け、作品と向き合う
日々。目指す表現との葛藤がそこにはあります。 
　今回のS Dセッションはスペースデザイン部の会員3名が「素材」をキーワードにその素材との出会いと魅力
について紹介します。さらには制作の過程や技法との関係、時には苦労話など、普段は知り得ない作品制作の裏
側を語ります。 
　繊維・木材・樹脂・紙などにまつわる話の他、普段作品に使用している素材を持ち寄り、実物に触っていただ
けるコーナーも用意します。皆様のご参加お待ちしております。

今回のパネラー、司会者の情報は「SD通信」のバックナンバーでご覧になれます。

→　https://www.shinseisaku.net/wp/archives/26661



○今回の「SD 通信」は約 3 週間後に開催される「第 89 回新制作展」に関する情報をお届けしました。スペースデザイン部は 9/2（水）、
9/3（木）が一般公募作品の搬入受付、9/4（金）が会員による作品審査となります。今回も沢山の力作と出会えることが今からとても
楽しみです。厳選な審査の後に綿密な展示計画を行い、丸一日をかけて展示、いよいよ 9/16（水）から展覧会が始まります。皆様の
ご来場を心からお待ちしております。詳しくは新制作協会公式ホームページでご確認ください。
→  https://www.shinseisaku.net/

◆SD 通信のこれまでのバックナンバーは協会ホームページに掲載されています。
　過去に配信したシリーズ「私を創ってくれた３つの作品」のバックナンバー（Vol.1～35）もご覧いただけます。
→  https://www.shinseisaku.net/wp/archives/26661

◆第 88 回新制作展の SD部会場の様子が見れる　＜バーチャル パノラマツアー＞
　下記のアドレスからアクセスください。
→  https://r93840544.theta360.biz/t/e3b09dbc-9430-11f0-b697-060182f6995f-1

◆今年２月に建築会館ギャラリーで開催された『88th 新制作展 スペースデザイン部受賞作家展』の記録はこちらでご覧いただけます。
→ https://www.shinseisaku.net/wp/wp-content/uploads/2025/08/202688th_jyusyo-artist.pdf
　合わせて＜バーチャル パノラマツアー＞もご覧ください。
→ https://r93840544.theta360.biz/t/9d6c394e-fdb0-11f0-9f86-0a7fdda087bb-1

◆新制作協会ホームページはこちらから。
新制作協会公式インスタグラム・新制作協会広報フェイスブックページが開設されました。TOPICS から SD部のホームページや SD部
公式 Facebook にもアクセスできます。
→  https://www.shinseisaku.net/

＜88回展（昨年 2025年）SD部オープニングトークイベントの様子＞


